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4　具体的対応スケジュール 現所管課及び財政課等と調整

5　資産利活用に関する経費等見込
み

建物解体費用（見込み）
（ＬＳ造、延床約100㎡）
3,597千円
※所管課報告

6　その他利活用に関し必要な事項

1　資産利活用の方向性
市有財産として保有
（建築物については、行政目的としては使用せず、時期を調整して解体する。）

2　当該方向性の理由
解体することが望ましいが、費用対効果の点で再検討が必要と判断する。
将来的には解体するものとするが解体時期について調整を要する。

3　資産活用の具体的手法 現所管課において解体時期が調整されるまで適正な維持管理を行う。

延床面積　総計（㎡） 100.17

利活用方針

100.17旧湯西川分署 ＬＳ造 1 1996 38 不要

　当該施設は、平成8年10月1日に旧栗山村と旧藤原町との間で消防業務事務委託を締結し湯西川分遣所として開設され
た。
　その後、平成21年3月25日に湯西川分署が新築され、それ以降、当該施設の使用がないため。

該当財産名称 主構造 階層 建築年度 耐用年数 耐震 延床面積（㎡）

利用目的

その他

財産の現状

財産経過等

所在地 日光市湯西川字命網850番 根拠法令

土地情報

敷地面積（㎡） 885.00㎡ 所有 市有地 その他

個別資産利活用方針 № 2021-8

財産名称 旧湯西川分署 担当課 藤原消防署 普通財産

写真等位置位置 写真等


